



















ろです。ちなみに「雪」という単語は与論のことばにはないとおっしゃっていましたが、対照的にコリャーク語では「雪」 降っている雪、積もっている雪それぞれ 専用の単 があります。だいぶ地理的・気候的に違うのだなという印象を受けた次第です。　
しかし、そういう地理的あるいは気候的な違いがあっても、両
































































くの低い丘から見た写真です。植生がよくわかると思います。コケやベリー類、マツの一種であるハイマツという背丈の低 マツが生えています。そして遠くのほうにはグイマツというカラマツの一種の木が見えます。ツンドラとい 植生が比較的豊かですし、かといってタイガほどに森林が密生しているわけではありません。したがっ 、 「ツンドラとタイガの移行帯」と呼んでます。　
ここで人々はトナカイ遊牧を営んでいるわけです。これは夏の





























毛皮の何で作られているかおわかりになり でしょうか。何かのリサイクル す。ヒントは、 あちこち黒くなっている とです。　
答えは、住居です。そう、写真⑩のテントは、トナカイ毛皮カ
バーで作った夏用住居ですが、これを剥が 、外側につい毛を全部削いで夏用 衣服に るのです。住居の中で煮炊きをし
ますので、煙で燻されて黒くなっているのです。このように燻煙を施されているというのが、水を通さな 、蚊を寄せつけないために、夏の衣類としては非常に優れているのです。衣と住をついだ究極のリサイクルだと思います。様々な副業も　
先ほども申しましたとおり、コリャークは複数の副業にたずさ














































































































































































な山頂」という名前ですが、どこを見 も「平らな山頂」を想像させる身体的特徴は見当たりません。では い た ぜこんな名前を付けるのだろうとい こ でトナカイの名付け〜出来事を名前に刻む　
このような名前は、実は、できごとを刻んでいると理解できま
す。つまり、そのトナカイを飼っている人が実際に目撃し 、あるいは関わったストーリーがその名前の背景にあるのです。言ってみれば、名前はそのできごと 思い出すための記憶誘発装置というかラベルみたいなも なのだ いうことです。　
たとえば「平らな山頂」というトナカイは、なぜそう名づけら
れたかというと、 ある時、群れから逃げ出してしまったそうです。そして、探していたら、平らな山頂 上で母トナカイ 一緒に休んでいるのが見つかっ そうです。つまり「平らな山頂」 いう




















ーク式の名 も この男の子は、なんと５つもコリャーク語の名前を持って 。ロシア語 名前があればそれでいいじゃないかと思います 、コリャークたちは、コリャーク語の名前を失うことは、自分たちの魂を失う とと同じだと言って、コリャーク語の名前にこだわります。なぜならば、コリャーク語の名前に 、彼らの人生観が映し出されているからです。　
どのようにこの名前を付けるのかというと、アーニャペリとい
う占い石で占って命名するのです。年寄り 女性が木に吊るしたこの占い石の前に座り、祖先 を次から次へ 言って くのです。もし、そ 石が揺れたら、揺れた時に言った祖先の名前が新生児の名前に付けられるのです。　
この占いの名づけの背景にあるのは再生観念です。人は死んで






前になっています。たとえば「ムィショーノク（仔ネズミ） 」 、 「スニケルス（チョコバー） 」 、 ボーイング（ボーイング） 」 、 「ストゥレロク（弓を射る人） 」 、 「カバン（イノシシ） 」などです。　
本来、
トナカイは種を増やしていくための家畜です。ですから、















ような子どもがでてきています。コリャーク語の名前を失うことは、単に自分につけられたラベルを失うということではありません。人は死んでも新たに生き返ることができる、再生することができるという、いってみれば非常に楽観的な世界観 人 観をも一緒に失ってしま ということを意味するのです。言語の喪失は何をもたらすのか　
現にコリャークの人たちはアルコール中毒や様々な病気などの




喪失は、このようにすべて並行して起こっているのです。言語とは単なる記号のセットではありません。言語をなくしてしまういうことは、その記号にすり込まれている民族固有の知識とか情報なども一緒に失くしてしまうことなのです。さらに言えば、生とか死という人の経験に対する固有の解釈 仕方も失くし しまうこ なのです。非常に恐ろ いこと す。　
私自身、コリャークが直面しているそのような急激な言語の変
















が、もしその方たち 私に「どんな言語を研究したらよいか」というアドバイスを求めるとす な ば、私は、もし日本語であるならば、ぜひ方言の研究をやってほしいと勧めたい 思います。それから外国の言語である らば、マイナー ぜひやってほしいと勧めたいと思います。以上、ご清聴ありがとうござ ました。 （拍手）
